
1 北海道自治研究 ２０２１年12月（Ｎo.635）

　
日
本
の
人
口
が
一
億
人
を
突
破
し
た
高
度
成
長
期

末
期
の
一
九
七
〇
年
代
、
国
民
の
大
多
数
は
「
一
億

総
中
流
」
社
会
だ
と
認
識
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
石

油
危
機
に
よ
っ
て
慢
性
的
な
不
況
に
陥
り
財
政
赤
字

が
拡
大
し
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
失
業
者

が
増
大
し
た
。
閉
塞
し
た
経
済
の
責
任
は
、
国
家
に

よ
る
経
済
へ
の
介
入
と
政
府
部
門
の
肥
大
化
に
あ
る

と
し
、
英
国
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
に
な
ら
っ
て
民
営

化
を
は
じ
め
と
す
る
規
制
緩
和
、
社
会
保
障
制
度
の

見
直
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
に
よ
る
外
国
資
本

の
導
入
が
進
め
ら
れ
た
。
ハ
イ
エ
ク
の
新
自
由
主
義

論
（
一
九
八
六
年)

な
ど
に
よ
っ
て 

一
九
八
〇
年

代
か
ら
新
自
由
主
義
が
台
頭
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
格
差
が
拡
大
し
、
深
刻
な
分
断
が
生

ま
れ
た
。
一
九
八
九
年
に
は
、
日
経
平
均
株
価
が
四
万

円
近
く
ま
で
上
昇
し
た
も
の
の
、
一
九
九
一
年
に
バ
ブ

ル
が
崩
壊
し
「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
と
呼
ば
れ
る
長
い

不
況
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
か
ら
い
わ
ゆ
る

「
い
ざ
な
み
景
気
」
と
呼
ば
れ
る
好
景
気
と
な
る
が
、

二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
景
気
は

大
き
く
後
退
す
る
。
さ
ら
に
人
び
と
に
恩
恵
を
も
た
ら

さ
な
い
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
景
気
」
へ
と
つ
な
が
り
、

C
O

V
ID

-1
9

に
よ
る
構
造
的
な
不
況
と
な
っ
た
。

　
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
情
報
通
信

技
術
に
よ
っ
て
社
会
シ
ス
テ
ム
は
大
き
く
変
化
し
、

革
新
的
な
サ
ー
ビ
ス
や
文
化
が
生
ま
れ
て
き
た
が

「
非
正
規
雇
用
の
拡
大
」「
人
手
不
足
」
な
ど
深
刻
な

社
会
的
な
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
、
日
本
を
含
め
た
七
カ
国
の
満

一
三
～
二
九
歳
の
若
者
を
対
象
と
し
た
内
閣
府
の
意

識
調
査
（
我
が
国
と
諸
外
国
の
若
者
の
意
識
に
関
す

る
調
査
（
平
成
二
五
年
度
））
の
結
果
に
よ
れ
ば
日

本
の
若
者
の
現
状
と
課
題
が
み
え
て
く
る
。「
自
分

自
身
に
満
足
し
て
い
る
か
」と
い
う
質
問
に
対
し
て
、

ア
メ
リ
カ
は
、
八
六
・
〇
％
が
満
足
し
て
い
る
と
答

え
る
な
ど
、
欧
米
諸
国
の
若
者
の
多
く
は
満
足
し
て

い
る
の
に
対
し
て
日
本
は
極
度
に
低
く
四
五
・
八
％

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
自
分
に
長
所
が
あ
る
」

と
答
え
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
が
九
三
・
一
％
と
最
も

高
く
、
低
い
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
も
韓
国
と
並
ん
で
七

五
％
前
後
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
は
、
六
八
・

九
％
と
な
っ
て
い
る
。
社
会
問
題
に
対
す
る
関
心
や

自
身
の
社
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
全
体
的
に
五

〇
％
と
低
い
が
、日
本
は
三
〇
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
橘
玲
氏
は
こ
の
よ
う
な
若
者
を
取
り
巻
く
社
会
を

『
無
理
ゲ
ー
社
会
』
と
呼
ん
で
い
る
。“
無
理
ゲ
ー
”

と
は
、
何
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
攻
略
で
き
な
い

ゲ
ー
ム
の
こ
と
で
あ
り
、
社
会
的
・
経
済
的
に
成
功

す
る
こ
と
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
き
わ
め
て
難
易
度

が
高
く
、
攻
略
が
不
可
能
と
も
い
え
る
理
不
尽
な

ゲ
ー
ム
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
日
本
の
敗
戦
後
の
社
会
保
障
は
、
国
民
は
正
社
員

や
自
営
業
者
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
安
価
な

賃
金
や
収
入
で
あ
っ
た
と
し
て
も
年
功
序
列
、
終
身

雇
用
、
年
金
な
ど
の
社
会
保
障
に
よ
っ
て
一
定
の
経

済
的
な
水
準
は
保
た
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
英
首

相
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
「T

h
ere is n

o
 su

ch
 th

in
g 

as so
ciety.

（
社
会
と
い
う
も
の
は
な
い
）」
の
発
言

の
よ
う
に
社
会
の
課
題
を
労
働
者
に
責
任
転
嫁
す
る

新
自
由
主
義
に
よ
っ
て
格
差
社
会
が
生
み
出
さ
れ
た
。

　
筆
者
が
、
大
学
の
講
義
の
中
で
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
話
し
、
自
分
（
な
い
し
家
族
）
は
中
流
で
あ
る
か

と
問
う
た
と
こ
ろ
、
大
部
分
の
学
生
は
中
流
と
思
わ

な
い
、
下
流
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。

　
か
つ
て
二
一
世
紀
は
夢
の
社
会
で
あ
る
と
喧
伝
さ

れ
て
い
た
が
、
現
実
は
高
齢
化
、
産
業
の
空
洞
化
、
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の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
自
然
災
害
の

多
発
な
ど
に
よ
る
社
会
不
安
と
と
も
に
経
済
は
低
迷

し
混
と
ん
と
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
非
正
規
労
働
者

の
急
増
、
格
差
の
拡
大
に
よ
っ
て
下
流
社
会
と
な
っ

て
い
る
。
日
本
を
持
続
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は

若
者
が
夢
と
希
望
を
も
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
産

業
構
造
を
転
換
す
る
た
め
の
研
究
開
発
力
、
商
品
開

発
力
を
高
め
る
総
合
政
策
に
も
と
づ
く
大
規
模
な
財

政
出
動
が
必
要
で
あ
る
。
応
仁
の
乱
、
明
治
維
新
、

太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
な
ど
度
重
な
る
試
練
か
ら
立
ち

直
っ
た
日
本
に
は
知
恵
と
能
力
が
あ
る
は
ず
だ
。

＜

お
し
た
に
　
は
じ
め
・
酪
農
学
園
大
学
環
境
共
生
学
類
教
授＞

 

無
理
ゲ
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社
会
か
ら
の
脱
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